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 ふじみだい  

 

このまちで育つということ 
                                                               校長 和田 みずほ 

２８日の朝、子どもたちの登校を励ますかのように、ほんの少しだけ涼しい風が吹きました。いつ

も通りのさわやかな「おはようございます。」の挨拶や大きな自由研究を抱えて登校する姿に、充

実した夏休みを過ごしたことを感じました。夏休みの間、子どもたちは、このまちでいろいろな体験

をしたことでしょう。まちの皆様にお世話になったこともあるでしょう。ありがとうございます。まちの

方々からは、今年度も、これまでに様々なお力添えをいただいてきました。 

６月２１日には、スクールゾーン対策協議会が開かれました。PTA 校外委員会のみなさんのご

尽力で学区内のスクールゾーンの状況について調査が行われ、保土ヶ谷区、西区、南区の警察と

土木事務所に改善のお願いをし、その回答をいただきました。順次、危険箇所の改善が図られる

ことになっています。 

６月２４日には、防災教育活動を行いました。子どもたちが地区ごとに分かれ自己紹介をしまし

た。スライドやパネルなどを用意して防災についてのお話をしてくださった方もいらっしゃいました。

地域の方々にこのまちの子どもだと知っていただくことは、このまちで育つ子どもの安心につなが

ると思います。 

夏休みには、盆踊りなどの地域の行事が自治会で開催されました。始まりの時刻が近づくと、

子どもたちが三々五々公園に集まって来ました。時間がたつとともに笑顔の輪が広がり、久しぶり

の再会を喜ぶ姿も見られました。夏休みの大切な思い出になったことでしょう。 

学校生活が始まると学援隊のみなさんが、通学路のあちこちに立って、登下校する子どもたち

を見守り、励ましてくださいます。挨拶をし、一言二言言葉を交わす中で子どもたちの表情が和ん

でいきます。 

子どもたちを温かなまなざしで見つめ、多くのお力添えをいただいていることに感謝申し上げま

す。ありがとうございます。まちの方々の温かな思いやりの中で育った経験は、数字には表れない

けれど、子どもたちが社会で生きていくために必要な力になっていくと思います。 

熱中症に配慮しながら前期後半の教育活動を始めます。日頃の保護者の皆様、地域の皆様の

お力添えに感謝しています。今後ともよろしくお願いいたします。 

 
  

 

 

 

 

 

学校生活の様子を 

学校ホームページ 

に掲載しています。 

QRコードからご覧 

ください。 
 

～ どうぞ よろしく ～ 

 6月に、山下祥子先生と黒栁宏美先生をお迎え 

しました。山下先生は、１・２・３年生の国語の指導を、 

黒栁先生は、４年生の理科支援をしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活の様子を 

学校ホームページに 

掲載しています。 

 ご覧ください。 

                        

 


